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光技術班

老朽化対策　近藤　直範
今年度からビームライン（BL）2Aに加えてBL7Bも担当することになった。BL7Bは比較的古い

ビームラインである。制御・測定機器が古くなっていて、PCが時々立ち上がらなくなるなどのトラブ
ルを抱えていた。3～ 4月のシャットダウン中に分光器制御・測定用PCの更新作業を行っている。旧
PC（図2）はOSがWindows 2000、制御プログラムがLabVIEW6.1で書かれていて、それを新
PC（OSがWindows 10でLabVIEW2018を使用）で稼働させる予定である。制御プログラムは

LabVIEW2018でも問題なく読み込めたが、これまで使用していたNational 
Instruments（NI）の機器が古すぎてドライバーがWindows 10に対応してい
ない。またNIのサポートも終了していて新PCでは使用できない。結局、NIの後
継機種を購入し、その機器に関連したプログラムを新規に作成することになった。
20年位前の機器を一気に最新の機器に更新することが難しいことが分かった。物
を大切に長く使うということは大事
なことではあるが、ある程度使用し
たら最新のものに更新してくことが
必要だと感じた。

図1　分光器 図2　制御機器

図1　試料上での放射光ラスタースキャン（試料左
上から右下に向かって放射光が照射されるようにマ
ニピュレータを駆動）

図2　2次元駆動及び光電子取込パラメータ設定パネル（右上に直近
の結果を、右下は過去の結果を表示して比較することができる）
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光技術班

真空落下実験装置　矢野　隆行　
今年度は岡崎3機関で3年に一度当番になる一般公開の年と

なりました。私が所属する極端紫外光研究施設は「宇宙の光を
作る、世界最先端装置を探検しよう！」というテーマで展示・
公開を行い、私は来場者の方に、真空を使ったいくつかの実験
を見て体験していただくコーナーを担当しました。特に「真空

中では、羽と鉄球は同じ速度で落下する」を実際に目にしていただくコーナーに関
しては、従来の実験装置を大幅に改良して一般公開に臨みました。実験装置の全長
は架台も含め2200mm（内、真空槽Ф100×2000mm）。電磁石で鉄の玉と鳥
の羽を取り付ける構造にして、電気のON/OFFで落下を真空内でできるように工夫
しました。また羽の接続にはビニールタイに使用されている芯線を使用して、電磁
石によって磁化しない程度の量に調整し、接着剤で封入することで対応しました。
川合所長にも「実際に見ると良いですね。」というお言葉をいただきました。何よ

りも真空にした後、鉄の球と鳥の羽がほぼ同時に落ちるのを見た来場者の「うぉっ
～！」という声が快感になりました。 製作した真空落下試験装置

平成30年4月より特任専門員として，また平成31年
2月からは技術職員として引き続きお世話になることに
なりました。今後ともよろしくお願い致します。
技術課に来てからは，これまで使用していたBL3Uの

実験支援も行いながら新たに軟X線顕微分光ビームライ
ン(BL4U)の実験支援を担当している。このビームラインは，数十ナノメートルの
空間分解能でXASスペクトルを取得できるため，試料の化学状態の二次元マッピ
ングを詳細に行える点が魅力である。一方で，測定時の試料とゾーンプレートの間
隔は通常1 mm未満と非常に小さいため，チャンバー内で試料を高温に加熱して
測定すると大きく試料測定位置がずれたり，装置に悪影響を及ぼすという問題があ
る。そこで，試料チャンバーの外部から赤外レーザーを試料位置に集光，照射して
加熱を行ってから測定を行うという方法を検討してみた(図1a, b)。その結果，試
料を数百度に加熱できること，および加熱直後に測定しても位置ずれなどの影響が
非常に小さいことは確認できたが，試料加熱により得られると想定していた変化は
明確でなかった(変化はしたのだが)。今後，より条件を詰めてユーザーの実験で
利用できるようにしていきたい。

光技術班

軟X線顕微分光　湯澤　勇人

BL4U試料チャンバー外部(a)および
内部(b)のレーザー照射光学系

(白点線はレーザーの光路を示した)

(a)

(b)
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以前のActivity Report（2014）のコラムにて、キット製品の活用について触れ
ました。それから大分時が経ちましたが、メゾスコピック計測研究センターにてキッ
ト製品を使用したファイバーレーザーを整備したので紹介します。導入したのは光
響社製モード同期Ybファイバーレーザーキットで、波長～ 1040nm、平均出力～

20mW、フェムト秒パルスを繰り返し周波数～ 65MHzで出射します。パルス幅については、自前で計測系の構築が必
要なため先送りしているところですが、仕様によると典型値で670fsとなっています。調整に依りますが、バンド幅は
8nm以上取れそうですので外部圧縮器を組めば100～ 200fs程度のパルス幅に圧縮も可能です。
　さて、キット製品の“売り”に「プラモデル感覚で」や「学習に最適」などが謳われています。そのため、今回の製

作にあたっては総研大のテーマ型レクチャー「先端レーザー基礎演習」（藤准教授）の実習教材としても活用していただ
きました。また、この機会を利用して事前準備や組み上げをファイバーレーザーの専門家である野村助教とともに行いま
したが、組み立てに必要な機器・工具だけでなくファイバーの扱いや融着、アライメントのノウハウなど初心者には分か
らないことも多く、技術的な面を実際に作業しながら習得できたのは幸運でした。キット製品は設計やパーツの選定が必
要無いという点では「プラモデル感覚」なのですが、経験の有無で作業効率が大きく変わってくると思います。メゾスコ
ピック計測研究センターでは分子制御レーザー開発研究センター時代から引き続き技術相談を受け付けています。気にな
ることがありましたらお気軽にお声がけください。

光技術班

キット製品活用のその後／ファイバーレーザー　岡野　泰彬　

後日、キット製品のパーツや配置を見直し、安定性や
ポータビリティを考慮して600mm×300mmのハ
ニカムブレッドボード上に電子基板も含めてパッケー
ジ化しました。オシロスコープ上の波形は、フォトダ
イオードでモニターしたレーザー出力のパルストレイ
ンです。所内貸し出しも可能ですので利用を希望され
る方はお問い合わせください。
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質量分析装置には様々なイオン化法がある。サンプルの特性によ
り適切なイオン化を選択することが望ましい。
現在、機器センターで管理している質量分析装置は、JEOL 

のJMS-777V(イオン化法 : EI, CI, FAB、High-mass対応)と
brukerのmicroflex(イオン化法 : MALDI)である。しかしながら

錯体化学の分野で最もポピュラーであるESIの装置が機器センターにはなかった。
この度、brukerのmaXis（写真）が機器センターの管理で運用されることとなった。（運

用開始は2019年秋を予定）この装置はイオン化法がESI（High-mass対応）である。
イオン化の選択肢が増えることは利用者に多大な恩恵を与えることであろう。

機器利用技術班

機器センターの質量分析装置の拡充　水川　哲徳

LED照明が急速に普及しています。節電に加え寿命がとても長いから……一般に40,000時
間以上だそうです。1日5時間毎日使っても8,000日、20年以上使える計算です。でも、どう
やって寿命がわかる（測定している）のだろうと思う人もいると思います。当然、実時間で評価
しているわけではなく、加速試験なるある条件下で科学的に寿命を推定しているそうです。実際は、

10年ももたないLED製品が殆どだとか……。LEDは（理論的には）光らなくなることはほぼ無く、周辺の電子回路や筐体
等の不具合のようです。
さて、LEDの寿命とはちょっと意味合いが違いますが、「蛍光寿命」を測定できるシステムを構築しましたのでお知らせ

します。担当するピコ秒の波長可変レーザーを光源として有効利用するために、また近年、蛍光寿命測定装置は、太陽電
池や有機ELの研究をはじめとする発光性物質の評価に不可欠な装置にもなっています。蛍光寿命とは「光によって励起さ
れた分子が蛍光を発光して基底状態に戻るまでの時間」のことで、一般にサブナノ秒からナノ秒のオーダーの短い時間です。
直観的にその寿命より短い時間幅の光を当て（励起し）て、光らなくなるまでの時間を測ればよさそうですが、今度はとて
も時間が短すぎて……直接測ることが難しいです。そこで、時間相関単一光子計数法という計測法で測定しています。今回
のシステムでは、ピコ秒レーザーのパルスで１回励起し、励起によって最初の光子１個が、そのレーザーパルスからどれだ
けの時間を経て発生しているかを観測します。それを何度も何度も繰返し（数100万回とか、それ以上）、光子１個の時間
軸上での発生分布を作成して、蛍光減衰曲線を得て蛍光寿命を算出する方法です。市販品もありますが、試料によっては励
起波長を変えたい場合があり、その度に光源を購入する必要が出てきます。機器センターの波長を変えられるピコ秒レーザー
を使った当システムでは、その心配はありません！勿論、データの指数関数フィッティング、蛍光寿命演算も可能です。た
だ、ピコ秒レーザーの寿命（平成10年度導入）があとどれくらいなのかは？？？
ご興味のある方、ご利用を希望される方はお知らせください！

機器利用技術班

蛍光寿命を測定できるシステムを構築
上田　正
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機器利用技術班

単結晶X線回折装置／新ソフトウェアの学習　藤原　基靖

機器利用技術班

新人自己紹介　浅田　瑞枝

私の担当しているリガク社製の単結晶X線
回折装置は10年以上前の機種で、測定・デー
タ処理ソフトにCrystalClear、結晶構造解析
ソフトにCrystalStructureを利用しています。

2015年、リガクに旧Oxford Diff ractionが統合されて以降、測定・
データ処理ソフトにCrysAlis pro、結晶構造解析ソフトにOlex2
が提供され、旧ソフトの使用経験がない方も増えてきました。幸い
CrysAlis proはリガク社の単結晶X線回折装置を使用していれば追
加費用なしで、Olex2はライセンスフリーで利用でき、ドングルも
必要なく、測定パソコン以外でも利用可能です。CrysAlis proもOlex2もインストールは丁寧に書かれたマニュアルがあ
るため簡単に行うことができました。CrysAlis proでは、測定は出来ないものの、CrystalClearで測定した画像データさ
えあればオフラインデータ処理が可能で、ピークハンティング（スマート／ 3D）や全反射点を用いた逆格子ビューアー
が非常に有用でした。Olex2では、旧測定ソフトCrystalClearから出力されたshlex.hklを読み込んで空間群などを決め
xxxx.trans.insとxxxx.trans.hklを出力し、再度xxxx.trans.insを読み込むことで構造解析を行うことが出来ます。当初は
コマンドがどこにあるのか戸惑いましたが、表示がカラフル＆グラフィカルで、慣れれば情報を認識しやすく使いやすいの
ではと感じました。測定ではCrystalClearを使わざるをえませんが、解析はOlex2をメインにしていきたいと思います。

3月1日付で機器センターの技術職員に着任しました。主な業務は寒剤供給とESR、SQUID（予定）
の支援で、ただいま液体ヘリウム関連機材の扱い方について見習い中です。2016年4月から今年の2
月まで、電子物性部門中村グループの特任助教として共同利用機器のESRを使った研究を行っており、
それ以前からも機器センターの皆様には大変お世話になっていました。今度は私が皆様の支えになれ

るよう励みたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。



計算科学技術班

Web通信の暗号化利用の増加とそれに伴う影響　澤　昌孝

計算科学技術班

SELinuxをenforcingにしてみよう　内藤　茂樹

昨年10月1ヶ月間に岡崎3機関内外間に設置しているFirewallにて観測されたWeb通信のうち、
およそ70～ 80％が暗号化（HTTPS）されていました。Googleが出している「Google透明性レ
ポート ウェブ上での HTTPS 暗号化（※1）」でもほぼ同様な割合が出ており、年々HTTPS通信が
増加していることが分かります。背景としては無償でSSL証明書を発行するLet'sEncryptなどにより、
容易にHTTPS対応のWebサーバが構築できるようになったことなどが挙げられます。

　通信が暗号化されることによって、通信経路上の通信の盗聴などが防げるメリットがありますが、悪意ある通信や攻
撃が暗号化された場合も同様であり、悪意あるファイル、外部Webサーバへの暗号化通信や岡崎3機関に設置している
HTTPS公開サーバ宛の悪意ある攻撃の暗号化通信に対して、岡崎3機関ネットワーク経路上に設置したISP/IDP等による
検出や遮断ができないケースが増えています。
岡崎3機関のFirewallは復号化機能を有しているので、管理している公開HTTPSサーバ宛の暗号化通信の復号化を試み

ましたが、ほとんどの復号化ができない結果となりました。これはHTTPSサーバ側の暗号化設定にて脆弱性検査等で見つ
かった弱い暗号化を使用しないようにしており、Firewall側で復号化機能の能力では対応できない暗号化通信が利用され
ているケースが多かったものと推測されます。
今後の対応として、経路上以外での復号化方法や検出する方法の模索しており、一例として端末側にEndpoint 

Detection and Response（EDR）等を用いてどれほど暗号化された悪意ある通信や攻撃の検知・遮断が実現できるかを
検証したいと考えています。

※1　Google透明性レポート ウェブ上での HTTPS 暗号化
https://transparencyreport.google.com/https/overview

LinuxにはSecurity-Enhanced Linux (SELinux)が搭載さていることが多いかと思います。
多くの方は無効化(disabled)かログを取るだけ(permissive)にしているのではないかと思

います。でも、ウェブサーバぐらいだったら、enforcingのままでも簡単です。
　CentOS7とapacheでの例で説明します。SELinuxがenforcingになっていると、ドキュ

メントルートにコンテンツを置いてもブラウザからアクセスできません。理由はSELinuxによってコンテンツへのアクセス
が拒否されているからです。そのためアクセスを許可する設定をSELinuxで行う必要があります。実を言うとOSに標準の
テンプレートが用意されていますので、ファイル毎に設定する必要はありません。ドキュメントルート等が標準設定ままな
ら、“restorecon -R /var/www”を実行するだけです。WordPressを使う場合、WordPressをインストール後に上記を
実行します。WordPressはコンテンツをDBに格納し新しいファイルを作らないので、コンテンツを作成する度に実行す
る必要はありません。ただしWordPressのアップデート時にはファイルが作成されるため、一時的にpermissiveにする
か“chcon”コマンドでwrite権限を設定する必要があります。

Staff 's
COLUMN
スタッフ・コラム
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計算科学技術班

分子科学研究所内ではこれまでも3Dプリンタによるものづくりが行われてきましたが、
その次の段階として「3Dプリンタ出力サービス」を2018年の7月より計算科学研究セ
ンターにて開始しました。3Dプリンタに投入する3Dデータは形状そのものを表現する
CADデータと違って小さな面（ポリゴン）の集合として形が定義されるためスーパーコ
ンピュータによる計算機環境を提供してきたノウハウがそういったデータ加工に生かされ

ます。出力するものによって熱溶解積層（FDM）方式のプリンタ、光造形方式のプリンタ、バインダージェッティング
方式のプリンタを特性に合わせて使い分け、場合によっては複数の方式での出力物を組み合わせます。現在では、水溶性
フィラメントの使用や、中空化、VRMLフォーマットのバージョン変換といったノウハウや技術を蓄積し下記のようなも
のを作ることが出来るようになりました。
これからも3Dプリンタの活用方法や技術を模索し、もっと様々な出力依頼に応えられるようにしていきたいです。

「3Dプリンタ出力サービス」開始　松尾　純一

バインダージェッティング方式によるタンパク質模型
光造形方式による台座

FDM方式による結晶模型 光造形＋FDM方式によるタンパク質模型 バインダージェッティング方式による細胞模型

FDM方式によるタンパク質模型
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計算科学技術班

各Linuxマシン上にあるプログラムの一覧化　長屋　貴量

計算科学技術班

スパコン計算資源のさらに効率的な運用を目指して　神谷 基司

自分がログインできるLinuxマシンやRaspberri Piがさらに増えて100台近くになり、また
Webサイトの数もDrupal ver. 7で構築したサイトが30サイト、Drupal ver. 8のサイトが15
サイト、WordPressのサイトが数か所　存在するようになった。これらは何らかの更新が毎日
リリースされるため、ほぼ毎日更新作業を行っていた。
このアップデート作業に関連し、アップデートの有無を把握するために各Linuxマシンにイン

ストールされているプログラムおよびDrupal / WordPressのプラグイン・拡張モジュールのデータをリストアップして
いた。このリストアップするスクリプトを転用することで、同様のリストを、各Linuxマシン上に存在するユーザーアカウ
ントや、自動起動させるサービス、プログラミング言語であるPHPに付随する拡張モジュール(PEAR) のパッケージについ
ても作成・可視化する事ができた。
リスト化すると、各マシンの差異が可視化され、必要・不要なプログラムの存在の有無や、マシン毎に若干異なる設定を

認識しやすくなった。結果としてマシンのシェイプアップにつながった。
現時点ではリスト化できた対象はまだ数少ないが、対象を増やすことで、マシンの設定調整の統一化・確認につながると

考える。

計算科学研究センターのスパコンにはおよそ2,000個のCPU(約40,000 コア)と200枚ほ
どのGPUが稼働しています。このように非常に多くの計算資源が存在するのですが、研究者の方々
からの需要もまた膨大です。その結果、繁忙期になると計算が実行開始されるまでに数日待つよ
うなことも起きてしまいます。一方で、そのような実行待ちが発生している状況でも、小規模計
算用の領域は混雑しているのに大規模計算用の領域には余裕がある、といった場合があったりも

しました。
そのような無駄を少しでも改善するため、小規模もしくは短時間の計算については本来の割り当て領域の外でも実行でき

るようにシステム設定の変更を行いました。この設定変更は簡単そうに見えると思いますが、実際は非常に大変です。狙っ
た通りに制御するため、計算種別ごとの優先度設定のような標準的な設定はもちろん、実在しないダミーのノードが存在す
ることにしてシステムをうまく騙すようなマニュアル非記載の半ばバグのような挙動まで利用しています（当然ですが、他
のところに悪影響が出ないことは確認しています）。これにより、混雑時にも以前よりも少しは効率的に計算資源を利用で
きるようになっています。
せっかくのスパコンなので、少しでも効率的に利用できるようにさらなる改善を進めて行きたいと思います。もう少しく

らいはがんばれそうな気もするので。

Staff 's
COLUMN
スタッフ・コラム
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学術支援班

久しぶりの試験勉強　賣市 幹大

学術支援班

すぐやるか　内山 功一

このたびヘリウム液化機を担当できるよう高圧ガス製造保安責任者の資格を得るようにとのお達
しで久しぶりに試験勉強をすることになりました。大学を卒業して早幾年。すっかり勉強ともご無
沙汰となり、脳みそは衰えるばかり。覚えるよりも忘れることの方が多い歳となってしまいました。
しかし資格なしで扱うには危険な装置であることは百も承知。覚悟を決めて申し込みました。し

かもこの試験は有料の講習を受けると受験科目が免除されるのですが、例年合格率が自分の受けた
乙種では全科目受験すると３割程度なのが、科目免除されると７割に伸びます。甲種試験だと２割から９割に跳ね上がりま
す。何かあるのではと疑いたくなります。ただし話をいただいたのがすでに講習の申し込み締め切り日だったため全科目受
験することとなりました。試験が年に１回なので合格できないとまた来年ということになってしまいます。
結果として乙種は甲種に比べれば簡単な方なので１ヶ月の詰め込み勉強で無事合格することが出来ました。しかしこれか

ら山手に移るにあたりこれ以外の様々な資格も期待されており、この後も受験勉強は続くことになりそうです。

私の所属する学術支援班二係は、主に研究所内の共通業務を行っています。しかしながらこれま
で掲載していた記事は、改修工事など建物関連ばかりだったため施設系の業務がメインだと思われ
ているかもしれません。この他にも、共通機器や備品の管理、イベントなどの人員支援、所員から
の相談対応、トラブル等緊急案件対応といったことも行っています。
これらの業務を日々こなしておりますが、建物関連を含む業務全般で即時対応案件が多い事に気

が付きました。雨漏りや空調機トラブルなど建物関連の対応や、パソコンの不調や故障の対応、重量物運搬など、これらの
案件は年間を通してそれなりの件数があります。これら案件に対応しているときふと「ああ、この部署はすぐやる課なのか」
と納得しました。すぐやる課とは、「すぐやらなければならないもので、すぐやり得るものは、すぐにやります」をモットー
に1969年10月6日に千葉県松戸市で設立された市役所の部署です。この部署の発案者は当時の松本市長であり、マツモ
トキヨシの創業者でもある松本清氏だそうです。この取り組みが有名になり、その後各自治体などでも同様の組織が発足し
ていきました。
実はこのすぐやる課が発足した1969年というのは私が生まれた年でもあります。私は運命論者ではありませんし少し

大袈裟かもしれませんが、私にとって天職だったのかもしれません。
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